
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
彙
報

同
志
社
夫
学
国
文
学
会
ｏ
報

昭
和
四
十
三
年
卒
業
論
文
題
目

日
本
文
学
古
代
前
期

、
　
ホ
か
ヒ
ビ
ト
の
歌

　
　
掃
情
詩
の
成
立
に
つ
い
て

　
　
　
ー
柿
本
人
麿
を
め
ぐ
っ
て
ー

　
　
万
焚
集
挽
歌
論

　
　
万
葉
集
巻
十
四
（
東
歌
）
の
序
詞
に
つ
い
て

山
上
憶
良
論

巻
十
一
、
十
二
に
見
る
万
葉
の
恋
愛
歌

万
葉
集
と
動
物

大
伯
皇
女
論

防
人
歌
の
研
究

中
臣
宅
守
と
茅
上
娘
子
の
贈
答
歌
と
そ
の
背
景

額
田
王
論

額
田
王
論

大
伴
旅
人
論

石
橋

口力松

藤井

力
　
武

佐
次
木

鳥
津
　
田

和
　
田

安
　
原

横永滝比

井野田嘉

良

干操子

郁
子

良
　
子

節
　
子

百
合
子

欣
子

貴
久
江

淳
　
子

光
　
代

恭
子

美
津
子

　
オ
ホ
ナ
ム
チ
の
命
の
説
話

　
記
紀
に
お
け
る
歌
物
語
の

　
　
文
学
的
発
展
と
そ
の
条
件

　
天
武
天
皇
在
め
ぐ
っ
て

　
　
ー
天
皇
と
文
学
－

日
本
文
学
古
代
後
期

竹
取
物
語
に
お
け
る
謝
刺
に
つ
い
て

伝
承
説
話
と
竹
取
物
語

伊
勢
物
語
ー
そ
の
本
質
と
作
者
１

。
明
石
の
君
像

紫
上
創
造
の
意
味

源
氏
物
語
　
夕
霧
像
－

紫
上
の
生
涯
と
そ
の
意
味

平
中
物
語
の
一
考
察

堤
申
納
言
物
語
の
二
考
察

　
　
１
そ
の
物
語
志
向
の
反
映

　
　
と
短
篇
小
説
的
発
展
－

蜻
輪
日
記

　
１
そ
の
構
造
的
特
質
－

道
綱
母
像

ニ
ハ
八中

村
　
陽
　
子

中服奥鈴槌藤宇
．
渡大本服

村部垣木畑村野辺下多

和

代

安
貴
子

和
　
美

瑳
重
子

■
富
士
子

俊唐民
－
直俊

巻
　
幸

子子江弘枝子

川
　
田
　
信
　
子

楠
本
静
　
子



紫
式
部
日
記
の
泄
界

紫
式
部
日
記
よ
り
み
た
紫
式
部
の
人
問
像

紫
式
部
と
紫
式
部
日
記

紫
式
部
日
記
の
式
部
像

　
和
泉
式
部
日
記
論

更
級
日
記
１
そ
の
成
立
乎
惰
－

更
級
日
記
作
者
の
人
”
像

更
級
日
記
作
者
の
人
咄
像

紫
式
部
に
お
け
る

　
　
宗
教
的
人
間
像
の
一
考
察

日
本
文
学
中
世

　
平
家
物
語
私
論
－
実
感
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

　
　
　
　
　
　
　
叙
事
詩
－

　
平
家
物
語
論
－
仏
教
思
想
と
無
常
観
よ
り
そ
の

　
　
　
　
　
　
思
想
性
を
探
る
－

　
平
家
物
語

　
　
－
知
盛
と
い
う
形
象
を
通
し
て
－

　
平
家
物
語
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム

　
平
家
物
語
に
み
る
生
と
死

　
平
家
物
語
の
主
題

　
　
　
　
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
彙
報

＼

一ヒ
、
フ

塚渡荒宮多鵜土

一
ら
ｘ
、

－
萄

一
ｎ
刀

服池上丸

林野本辺木武田飼屠浦部田村岡

と
み
子

　
　
香

　
　
勉

雅
　
子

と
も
子

恭
　
子

美
　
保

和
　
子

　
　
翠

　
　
梢

あ
さ
子

功
　
子

寛
　
子

純
　
世

　
１
覚
一
本
に
つ
い
て
ー

平
家
物
語
－
清
盛
像
－

平
家
物
語
に
お
け
る
発
心
説
話
に
つ
い
て

平
家
物
語
に
お
け
る
清
盛
に
っ
い
て

平
家
物
語
論

　
－
説
話
的
方
法
を
め
ぐ
っ
て
１

平
家
物
語
論

説
話
文
学
吏
上
に
お
け
る
宇
治
拾
遺
物
語

御
伽
草
子
ー
そ
の
矛
盾
と
混
沌
１

お
伽
草
子
に
つ
い
て
の
一
考
察

御
伽
草
子
に
つ
い
て

　
ー
中
世
杜
会
の
庶
民
文
学
－

兼
好
私
論

　
－
兼
好
の
人
間
像
に
つ
い
て
の
一
考
察
－

徒
然
草
研
究

西
行
論
－
歌
と
そ
の
受
容
－

歌
人
西
行
論

西
行
－
出
家
の
原
因
に
つ
い
て
ー

梁
塵
秒
抄
か
ら
閑
吟
集
へ

宮中斎谷山市本宮東釜栗西中佐釜若

ニ
ハ
九

蔚Ｈ村藤口田ｎリ問井田須村山瀬野須泉
史
　
子

雅
　
美

久
美
子

美
都
子

陽
　
子

敏
　
子

弘
　
子

章
子

礼
　
子

律
　
子

槙佳恵幸昭芳

人香子子子子



　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

　
藤
原
定
家

式
子
内
親
王

建
礼
門
院
右
京
大
夫
の
生
涯
と
文
学

実
靭
の
歌
に
お
け
る
主
体
性
の
迫
求
と

　
　
歌
風
の
変
遷
に
つ
い
て

日
本
文
学
近
世

女
殺
油
地
獄
の
悲
劇
的
世
界
の
探
求

近
松
世
話
浄
瑠
瑠
の
性
格
と
方
法

近
松
の
姦
通
物

近
松
心
中
物
－
心
中
天
の
網
島
を
中
心
に
ー

日
本
永
代
蔵
考
察

世
間
胸
算
用
の
考
察

好
色
一
代
女
考
察

西
鶴
「
好
色
五
人
女
」

芭
蕉
と
西
鶴
と
の
文
学
的
過
渡
期

芭
蕉
と
西
鶴

東
海
道
中
膝
栗
毛
論

勧
進
帳
の
成
立
と
展
閉

久日大大星生乙安田前ト
ー

社高渡福真

保野塚下ｎノ井野田申田竹本森辺嶋坂

勝
　
美

響
　
美

茉
　
莉

菊
　
栄

　
　
子

武
　
世

真
　
知

瑛
　
子

敬
　
子

郁
　
子

千
忠
子

知
　
子

栄
　
子

千
　
鶴

ち
づ
子

あ
や
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
〇

　
良
寛
ー
そ
の
歌
と
生
涯
を
通
し
て
見
た
人
間
像
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
臼
　
井

日
本
文
学
近
代
・
現
代

　
夏
目
漱
石
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
　
山

物
質
文
明
杜
会
に
お
け
る
自
我

　
　
－
夏
目
漱
石
の
作
晶
か
ら
－
　
　
　
　
　
　
村
　
上

春
、
家
に
お
け
る
藤
村
の
「
家
」
の
把
握
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
　
川

新
生
は
あ
り
え
た
か
　
　
　
　
　
佐
藤

新
生
の
成
立
過
程
論
　
　
　
　
　
植
山

石
川
啄
木
の
思
想
と
文
学
　
　
　
　
　
　
　
　
萩
　
野

石
川
啄
木
論
－
短
歌
と
思
想
に
っ
い
て
ー
　
申
村

有
島
武
郎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡

有
島
武
郎
の
思
想
と
そ
の
形
成
過
程
　
　
　
　
鈴
　
木

有
島
武
郎
「
或
る
女
」
論

　
　
本
能
的
生
活
に
つ
い
て
１
　
　
　
　
　
横
　
田

右
島
武
郎
「
或
る
女
」
の
必
然
性
　
　
　
　
　
津
　
森

芥
川
龍
之
介
論

　
－
人
お
よ
び
芸
術
家
と
し
て
の
芥
川
－
　
　
平
　
野

芥
川
龍
之
介
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
　
岡

道
子

　
　
弘

正
　
幸

幹
子

千
枝
子

博
　
子

渚
子

洋
子

陽
　
子

す
み
れ

育
　
子

純
子

尚
　
煕

則
子



芥
川
龍
之
介
論
－
苦
悩
と
敗
北
の
生
涯
－

西
方
の
人
１
そ
の
序
論
－

小
林
多
喜
二
論

ー
そ
の
文
学
に
お
け
る
女
性
像
－

小
林
多
喜
二
論
ー
い
か
に
し
て
革
命
的
イ
ン
テ

　
リ
ゲ
ン
チ
ャ
丸
な
り
え
た
か
１

太
宰
治
論
－
神
を
め
ぐ
っ
て
ー

太
宰
治
論
－
太
宰
に
と
っ
て
の
文
学
の
意
味
－

太
宰
文
学
と
現
代
の
読
者
－
実
態
調
査
推
告
－

武
田
泰
浮
論

武
出
泰
浮
総

安
部
公
房
論

安
部
公
房
論

高
見
順
論
－
そ
の
生
へ
の
執
着
－

中
村
光
夫
論
－
申
村
光
夫
に
お
け
る
青
春
と

払
評
の
方
法
－

野
間
宏
論
－
全
体
的
人
削
像
の
迫
求
－

志
費
直
哉
論

　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
藁
報

水
戸

田
　
代

　
　
岡

ネ
西
　
ネ

金
　
沢

増
　
甘

　
　
奇

　
　
血

本
　
』

橘丸
佐
　
野

喝
　
場

古
　
山

羽
鎌
田

浜

智
　
子

武
　
久

恵
　
子

良
　
彦

繭
　
美

ふ
じ
江

澄
　
子

ひ
ろ
み

弘
　
子

春
　
江

道
　
子

敏
　
子

　
　
雅

　
　
孝

茂
　
彦

吉
本
隆
明
論
－
詩
と
思
想
を
め
ぐ
っ
て
１
　
　
平
　
尼

国
木
田
独
歩
ー
そ
の
創
作
主
体
の
問
題
ー
　
　
　
ノ
瀬

伊
東
静
雄
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
犬
　
塚

斎
藤
茂
吉
研
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
　
黒

井
上
光
晴
論
－
原
体
験
の
確
立
に
つ
い
て
ー
　
河
　
木

正
宗
白
鳥
ー
そ
の
暗
い
部
分
－
　
　
　
　
　
　
小
　
林

石
川
達
三
論
－
社
会
小
説
を
中
心
に
ー
　
　
　
松
　
本

中
島
敦
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
森
　
凹

木
下
尚
江
ー
そ
の
文
学
と
政
治
性
に
つ
い
て
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
　
田

堀
辰
雄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

大
江
健
三
郎
論
　
　
　
　
　
　
野
綱

高
橋
和
巳
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
口

深
沢
七
郎
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
笠
原

森
鴎
外
の
初
期
三
部
作

　
ｉ
舞
姫
を
申
心
と
し
て
－
　
　
　
　
白
井

埴
谷
雄
高
－
魂
の
二
重
性
－
　
　
　
　
　
　
　
住
　
谷

室
生
犀
星
文
学
の
研
究

　
－
詩
と
小
説
は
分
離
出
来
た
の
か
１
　
　
　
谷
　
口

中
世
文
学
と
三
島
由
起
夫
　
　
　
　
　
　
　
山
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一

久
美
子

孝
　
子

充
　
代

美
智
代

秀
　
子

七
　
生

保
　
子

沮
　
子

比
佐
子

弘
　
子

広
　
子

由
紀
江

巨
　
徳

孝
雄

和
恵

太
一
郎

登
志
子



　
　
　
　
　
　
同
志
社
大
学
国
文
学
会
彙
報

　
　
記
録
の
役
割
に
っ
い
て
－
変
革
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

　
　
　
を
ひ
そ
め
る
も
の
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

　
　
　
－
宮
本
百
合
子
「
伸
子
論
」
１
原
作
と
改
作
の

　
　
　
比
較
を
中
心
に
し
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
徳
永
直
論
－
私
小
説
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
　
二
葉
亭
四
迷
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
北

　
国
語
学

　
　
院
政
期
の
語
彙

　
　
　
－
形
容
詞
を
通
し
て
見
た
る
１
　
　
　
　
　
浅

　
　
未
然
形
に
連
な
る
終
助
詞
「
な
」
「
な
む
」
「
ね
」

　
　
　
に
つ
い
て
の
研
究
林

　
　
書
写
本
平
仲
物
語
の
国
語
学
的
研
究

　
　
　
－
仮
名
遣
及
び
書
写
に
関
し
て
ー
　
　
　
　
小

昭
和
四
十
四
年
度
卒
業
論
文
題
目

　
日
本
文
学
古
代
前
期

　
　
万
葉
仔
情
詩
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近

　
　
高
橋
連
虫
麻
呂
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
前

　
　
山
上
憶
良
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
村

　
　
大
伯
皇
女
御
作
歌
に
関
す
る
考
察
　
　
　
　
　
中

井見口村野食藤田上山

節貫成敏敦幸俊京誠和

夫夫子禿彦雄夫子子子子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

　
狭
野
茅
上
娘
子
に
お
け
る
愛
の
悲
劇
的
感
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
　
内

　
叙
景
景
の
成
立
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
　
旧

　
日
本
霊
異
記
に
つ
い
て
　
　
　
　
加
藤

　
異
類
婚
説
話
の
展
開
　
　
　
　
　
　
　
　
　
老
　
田

　
オ
ロ
チ
退
治
講
の
実
相
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
　
村

　
お
も
ろ
の
発
生
と
展
開

　
　
－
お
も
ろ
さ
う
し
を
中
心
に
ー
　
　
　
　
　
宮
　
原

日
本
－
文
学
古
代
後
期

竹
取
物
語
小
論

　
　
－
竹
取
作
者
の
志
向
し
た
も
の
ー
　
　
　
　
笹
　
田

伊
勢
物
語
１
「
音
男
」
の
人
間
像
－
　
　
　
　
旧
　
巾

伊
勢
物
語
論
考
－
「
む
か
し
男
」

　
　
を
通
し
て
み
た
そ
の
内
面
世
界
－
　
　
　
　
山
　
田

明
石
の
御
方
　
　
　
　
１
’
　
　
　
　
　
　
葛
　
野

浮
舟
論
　
　
　
　
　
・
　
，
。
　
　
　
　
　
　
　
佐
　
藤

源
氏
物
語
に
於
け
る
末
摘
花
に
つ
い
て
の
試
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
陶
　
山

女
三
宮
降
嫁
に
お
け
る
紫
上
　
　
　
　
　
　
立

枕
草
子
ー
そ
の
美
意
識
を
申
心
に
１
　
　
　
　
長
谷
川

己
美
子

啓
　
子

昌
孝

昌
　
子

栄涼
代

敬
　
子

清
　
子

直
　
子

由
　
美

正
　
矩

夏
　
美

千
佳
代

　
　
翠



枕
草
子
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長

　
蜻
輪
日
記
上
巻
の
創
造
金

遣
綱
母
の
世
界
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山

　
「
紫
式
部
日
記
」
を
通
し
て
見
た

　
紫
式
部
の
人
間
像
　
　
　
　
　
　
　
　
　
花

　
紫
式
部
日
記
１
「
う
つ
し
心
」

　
　
を
通
し
て
の
紫
式
部
－
　
　
　
　
　
　
　
木

　
紫
式
部
日
記
に
お
け
る
紫
式
部
像
　
　
　
　
　
高

　
宮
申
生
活
に
お
け
る
紫
式
部
　
　
　
　
　
　
本

和
泉
式
部
日
記
に
お
け
る
式
部
の
人
問
像
と

　
　
そ
の
恋
愛
の
あ
り
方
　
　
　
　
　
　
　
　
石

　
和
泉
式
部
日
記
試
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田

　
和
泉
式
部
日
記
に
お
け
る
女
主
人
公
式
部
の
恋
愛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
更
級
日
記
－
作
者
の
精
神
の
遍
歴
－
　
　
　
　
高

　
諸
作
品
に
引
用
さ
れ
て
い
る
古
今
集
の
実
態

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇

日
本
文
学
中
世

　
平
家
物
語
の
悪
行
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
林

　
　
　
　
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
彙
報

田森口畑オ橋田原岡田木野田

博
美

紀
之

　
　
薫

啓
　
子

公
　
忠

洋
　
子

礼
子

浩
　
子

芙
久
美

美
代

令
　
子

春
美

典
　
子

平
家
物
語
に
於
け
る
女
性
の
物
語
を
め
ぐ
っ
て

麗
ケ
谷
事
件
と
俊
寛
の
悲
劇

平
家
物
語
の
笑
い
に
つ
い
て

平
家
物
語
理
解
の
為
の
私
的
思
考

平
家
物
語

方
丈
記
小
論

方
丈
記
に
お
け
る
長
閉
の
無
常
感

方
丈
記
研
究

　
つ
れ
づ
れ
草
と
人
間
性

徒
然
草
私
感

十
六
夜
日
記
の
中
世
的
特
色

十
六
夜
日
記
研
究

世
阿
弥
と
能
芸
論
と
修
羅
能
に
関
す
る
小
考

能
と
幽
玄

世
阿
弥
研
究

御
伽
草
子
物
く
さ
太
郎
の
説
話
性

日
本
文
学
近
世

好
色
五
人
女
考

河佐戸田鍬橋広山浅宮卦ま宇古将石杉曲

一
七
三

越
“
泰

↓
ｎ
〃

辺原田本石沢井武樋野屋間いノ山１

純
　
子

淑
　
子

幸
生

　
　
剛

ま
す
み

良
　
子

幸
　
子

み
ゆ
き

洋
　
子

明
　
美

廣
　
子

善
　
之

園
　
代

多
恵
子

優
　
子

高
　
志

春
玉



　
　
　
　
　
同
志
杜
大
学
国
文
学
会
彙
報

好
色
五
人
女
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野
　
旧

　
好
色
一
代
男
に
み
る
粋
と
い
う
美
意
識
価
値
意
識

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
　
谷

好
色
一
代
男
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
村

　
女
殺
油
地
獄
論
－
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
展
胴
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
　
川

　
出
世
景
清
に
み
ら
れ
る
新
し
さ
に
つ
い
て
　
　
末
　
岡

　
世
話
浄
瑠
璃
と
姦
通
曲
　
　
　
　
　
　
　
　
　
字
津
木

　
芭
蕉
の
旅
と
紀
行
文
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
野
　
村

　
元
禄
文
学
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
岡

日
本
文
学
近
代
・
現
代

　
二
葉
亭
の
懐
疑
の
意
味
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
中

　
二
葉
亭
四
迷
論
－
浮
雲
の
成
立
と
挫
折
－
　
　
山
　
中

　
夏
目
漱
石
論
－
自
己
本
位
の
展
開
と
達
成
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
窪
　
田

　
漱
石
の
現
実
肉
薄
の
道
程
－
三
四
郎
、
そ
れ
か
ら
、

　
　
門
を
め
ぐ
っ
て
ー
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
　
岡

　
芥
川
龍
之
介
の
初
期
の
作
品
ー
そ
の
人
問
性

　
　
の
追
求
を
中
心
に
１
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
　
田

　
芥
川
龍
ｚ
介
論
－
人
と
芸
術
と
ー
　
　
　
　
　
横
　
沢

博
　
子

干
　
美

正
　
義

ふ
じ
子

千
鶴
子

康
　
夫

敦
　
子

純
　
子

哲
　
彦

典
　
子

正
　
人

冨
美
子

由
美
子

絹
子

有
島
武
郎
研
究
－
或
る
女
を
中
心
に
し
て
ー

一
七
四

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀

有
島
武
郎
論
－
星
座
の
到
達
点
－
　
　
　
　
　
松

太
宰
治
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
安

斜
陽
小
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
野

樋
口
一
葉
論
－
悲
劇
か
ら
の
展
開
－
　
　
　
　
藤

井
上
光
晴
に
つ
い
て
橋

原
民
喜
論
－
原
民
喜
文
学
の
限
界
　
　
　
　
　
樋

遠
藤
周
作
論
ー
キ
リ
ス
ト
教
と
文
学
に
っ
い
て
－

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀

植
谷
雄
高
論
－
文
学
吏
の
方
法
論
の
た
め
に
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩

詩
人
啄
木
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
栢

安
岡
章
太
郎
私
論
森

梶
井
基
次
郎
論
－
梶
井
に
於
け
る
「
母
」

　
と
「
白
然
」
１
野

北
村
透
谷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
産

口谷藤村

１
ー

ノ本口江門城野

１
ー

ノ金西呂本
真
寿
美

文
　
代

牧
子

陽
　
子

恵
　
子

由
紀
子

泰
生

万
智
子

康
栄

雅
　
子

洋
子

祥
　
子

敬
　
子

由
美
子

美
　
子

員
　
子



宮
本
百
合
子
論
－
創
作
方
法
を
巾
心
と
し
て
－

苦
悩
の
狂
的
吐
露
者
－
高
橋
和
巳
論

　
－
自
立
を
促
す
文
学
－

小
川
未
呪
論

漱
石
に
於
け
る
「
民
」
の
問
題

梅
崎
春
生
論

武
田
泰
淳
の
文
学
に
お
け
る
「
私
「
概
念
と

　
　
「
世
界
」
の
概
念
－
そ
の
発
生
と
確
立
－

石
川
啄
木
論

夏
目
漱
石
論

存
花
と
詩
意
識
－
汝
後
の
詩
か
ら
－

　
見
つ
め
る
目
・
書
く
こ
と

　
　
付
　
合
橋
由
美
子
考
察

　
安
部
公
房
諭

国
語
学

　
新
聞
広
作
文
の
同
語
学
的
考
察

東
山
往
来
の
研
究

　
「
も
の
わ
り
の
は
し
ご
」
の
研
先

同
志
杜
大
学
国
文
学
会
彙
報

山大西太大
、

／
」

野大奥口芳木難竹

］－ｌｕ不田旧ｎノ林泉浦旧原野村波村 桜
　
一
」
・

佳
子

和
　
代

益
　
夫

か
ゆ
り

美
　
江

直
　
文

賢
太
郎

　
　
守

百
里
子

祥雅潤信

専す子子子

話
し
言
葉
の
場
面
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
　
辺
　
和
　
美

内
品
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
と
広
告
コ
ピ
ー
の
文
休
的
特
性

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
杉
瀬
和
賀
子

「
蓬
來
曲
」
に
つ
い
て
の
一
考
察
　
　
奥
村
弘
子

一
七
五




